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 本マニュアルに掲載されている石積壁の補強工法（ピンナップ 工法）は、公益財団法人

鉄道総合技術研究所と株式会社大林組が共有する以下の特許により保護されています。 
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特許第 4530378 号：石積み壁の耐震補強方法及びそれに用いる石積み壁補強材 

特許第 5026829 号：石積み壁の耐震補強設備及び耐震補強方法 

 また、「ピンナップ／ＰＩＮ－ＵＰ」は株式会社大林組の登録商標です。 
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